
再開後初めて観客を
入れての大会となった
が、限定30名と本来の
姿にはまだほど遠かっ
た。しかしそんななか
でも出場選手は、デ
ビューから5年目まで
という限られたチャン
スのなかでの新人戦の
タイトルを目指して、
熱い闘いを繰り広げた。
予選8G、準決勝6G

を経て、14Gトータル
上位8名を決勝に選出
する。前年2位の水谷
若菜（50期）が予選か
らトップを快走してい
たが、予選2位の尾上
萌楓が準決勝最終Gに
258を打って、水谷を
6ピン逆転する3164
の1位で決勝に進出、
準決勝前半に768を叩
いた霜出佳奈（50期）
が3位に続いたほか、4
位の大嶋有香（49期）、5位の
キム・スルギ（52期）、6位の星
野恵梨（49期）、7位の池畑千
穂、8位の清水千恵（49期）ま
でが決勝に進んだ。
決勝は1Gマッチのトーナメ

ント戦で行われた。尾上は、予
選の好調さそのままに1回戦で
清水を229：203で下すと、

大嶋との準決勝では、ほぼ互角
のまま迎えた終盤、9フレから
気迫のターキーで247：213
と大嶋を退けた。
一方、2位で決勝進出の水谷

と1回戦で対戦した池畑は、前
半のビハインドを7フレからの
フィフスで追いつき206：
206の同ピンで1ショットプ

レーオフへ。先投げの水谷が⑩
ピンを残して9本に対し、池畑
がストライクを決めて勝ち上
がった。準決勝でも池畑は、レ
ギュラーツアーのタイトルを持
つ霜出を201：185で競り落
として、優勝決定戦に駒を進め
た。
優勝決定戦は、今年のプロテ

ストが行われなかったために、
最も期が若い52期の尾上と、
今年が最終年の49期・池畑の
対戦となった。
ともにダブルスタートのあ

と、3フレに尾上が④⑥⑦のス
プリットでオープンを作る。池
畑はすかさずターキーと伸ばし
てリードを広げるが、続く4フ
レは厚めで④⑩スプリット。4
フレからのダブルで追いついた
尾上は、7フレまでフォースと
伸ばして逆転。一気に勝負を決
めたい8フレは、惜しくも⑩ピ
ンタップ。これを「ミスしちゃ
いけないと思ったら緊張してき
て…」痛恨のスペアミス。池畑

がカウント有利で迎えた9、
10フレを渾身のダブルで突き
放し、223：212と制してデ
ビュー5年目の新人戦で初タイ
トルを獲得した。
アマの部は、幸木百合菜選手 と徳永愛梨選手の18歳対決

となったが、勝負どころの7
フレからターキーを持って
きた幸木選手が222：190
で制して2連覇を飾った。

スカイＡカップ 2020 プロボウリン
グレディース新人戦が、9 月 5、6 の両
日、神奈川・横浜市のボウリング王国ス
ポルト八景店を会場に、49 期から 52
期の女子プロボウラー 29 名、及びアマ
19 名が参加して行われ、49 期の池畑
千穂（マグスミノエ）が 52 期の尾上萌
楓を優勝決定戦で下して優勝、初タイト
ルを獲得した。アマの部は、幸木百合菜
選手（パピオボウル）が昨年に続く連覇
を飾った。（主催：(公社)日本プロボウリ
ング協会　特別協賛：スカイＡ）

▲「どん底だった去年を思うと、練
　習をしてきたことが出せたし、
　次につながる試合になった」と
　霜出

●プロ優勝決定戦

池畑　 千穂

尾上　 萌楓
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スカイＡカップ 2020プロボウリングレディース新人戦 9月5・6日
ボウリング王国スポルト八景店
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池畑千穂 母に捧げる万感の初V池畑千穂 母に捧げる万感の初V

52期の尾上が1位通過

優勝・池畑千穂のコメント

1回戦、水谷さんとの対戦
は、ストライクなら勝ちの最
後の投球は、完璧に投げられ
てボディーアクションをして
しまったけど、⑩ピンタップ。
だけど同じレーンでのプレー
オフは、少し内に寄れば飛ん
でくれるというイメージがで
きていて、そのとおりの投球
ができた。
優勝決定戦は、思ったより

も落ち着いていい緊張感で投
げられた。尾上プロは前の
ゲームでも247を打ってい
たし、ストライクが続くのは

覚悟していた。8フレ、珍し
く⑩ピンをミスしてくれて、
チャンスがきたと思った。9
フレ、左レーンはスピードで
押し込めばくるというイメー
ジができていて、気持ちよく
投げられた。10フレは、
ちょっと外ミスだったけど、
ドミノ倒しみたいなピンアク
ションで、ラッキーなストラ
イクだった。優勝の瞬間は、
脳出血で今は車いす生活をし
ている母のことが頭に浮かん
で、涙があふれた。(優勝ボー
ル：STORMコードワン )

▲「同期で仲良しの松尾星加プロの分
　も頑張ろうと思っていたので悔しい
　けど、自分のミスでの負けだから仕
　方ない」と大嶋 ▲アマの部で2連覇の幸木選手

▲「病床の母親を元気づけたいというの  
　がプロ入りのきっかけのひとつだっ
　た」と池畑、万感のV報告

▲「あのミスがなければ…と思うと悔し
　い。まだ3年チャンスがあるのでリベン
　ジできるように頑張ります」と尾上
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